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1　本稿の課題
　日本工業の地域的構成にみられる特質については，夙に，工業の地域的偏
在と工業地帯への局地的な過度な集積・集中ということが指摘されてきてい
　　（1）
るが，筆者は，日本資本主義の確立にともなう日本工業の地域的構成におけ
　　　　　　　　　　　　　　（2）る特徴をつぎのように整理した。わが国工業は特定地域への過度の集積・
集中がみられるが，その集積・集中は機械工業や化学工業のごときいわゆる
重化学工業だけでなく，雑工業などのいわゆる軽工業にいたるまでがそうで
ある。そしてそれらは多くは同一の特定府県に集中しているが，その特定の
府県とは東京・大阪・兵庫，あるいは東京に神奈川が加わった京浜と阪神で
（1）川島哲郎「日本工業の地域的構成一とくにその局地的集積・集中の問題を中心に一」
　『経済学雑誌』第48巻4号，！963年。
（2）神立春樹「産業革命と地域社会J，『講座日本歴史8　近代2』東京大学出版会，
　1985年　141－148ページ，なお，神立春樹「日本資本主義確立段階における産業・貿
　易構造と工業地域」1，H，『岡山大学経済学会雑誌』第7巻第1，2号，1975，6
　年，同「日本産業革命の展開一一つの整理一」1，II，同上誌　第16巻第2号，3号，
　1984年　はこの問題を検討するためのものである。
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ある。これら主要府県には大規模工場がそびえ，そのウェイトは大きい。大
工場の屹立する工業地帯を構成しているのである。これらに愛知・福岡を加
えると全国の過半がここに集中していることになる。このように特定府県に
集中している結果，その他の府県のウェイトは小さくなる。これは全工業に
ついてであるが，部門別にみてもそうであって，機械工業，化学工業はとく
に小さい。このようななかで，染織工業部門が上位3府県が他部門と少なか
らず異なるのみならず，上位への集中の度合が小さく，地方分散的であるこ
と，そしてこの染織工業のみともいえるような圧倒的なウェイトの染織によ
って上位工業県となっている地方染織工業県の形成がある。京浜・阪神等の
特定地域へのあらゆるともいえる多くの部門の集積・集中がみられるなかで，
染織工業を主とした地方工業地帯が形成されている。
　ところで，このような地方工業地帯は，わが重工業の地域的構成における
著しい偏僑性をある程度是正し，地方発展の軸となった，ということにおい
て重要であった。また，戦時下における軍事工業化を契機とし，戦後の高度
成長過程で本格的に進行した重化学工業化のなかで，電機工業などへの転換
の地域的基盤となったということにおいても重要な役割を果した。このよ
うな地方工業地帯であるが，この地方工業地帯の形成を日本資本主義の展
開過程の特質との関連において把握しようということが筆者の一研究課題で
　　（3）
ある。本稿は，その一環として，長野県丸子製糸業地域の形成を検討するも
のである。
　ここで対象地である丸子町について概略述べておこう。丸子（まるこ）町
は，長野県小県郡の東南部に位置し，千曲川の支流依田川が南北に流れ，そ
の本・支流に谷平野がひらけた，通称「依田窪地方」と呼ばれる地域の一角に
（3）神立春樹・葛西大和『綿工業都市の成立』古今書院　1977年　は，われわれの今治綿
　織物業地帯を対象としたモノグラフである。また，神立春樹「児島産業地域の形成」，
　『研究報告書　第16集』岡山大学産業経営研究会　工982年　は，岡山県児島を対象と
　したものである。
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ある。北国街道沿いの信越本線大屋駅より依田川に沿う大屋・諏訪線と呼ば
れる道路を5キロほど行くとここで対象とする旧丸子に入る。1889（明治22）
年町村制施行時に丸子村となり，1912（大正元）年に町制を敷く。1954（昭
和29）年より周辺村を合併して，今日の丸子町となる。今日は家電工業など
がある長野県の東部工業地域の一つであるが，かつてはこの谷平野の小さい
盆地にある丸子がわが国第一の製糸業県である長野県における一主要製糸業
地であった。「町制施行70周年記念・対談　特集＝『すばらしき未来を語る』」
において，一対山鼠は，（「丸子町の思い出についてはいかがですか」という
問に対して）「いちばん思い出深いことと言えば，小学校へ入学しましてね，
そのとき……現在でもご健在でいらっしゃいますけど，小林先生と言って，
6年生まで受持っていただいた先生のことです。その先生が，城山という山
でしたか……あの山に登って工場の煙突が何本あるか？　ということが私
たち小学校一年生に出された最初の課題だったんです。たくさんございまし
てねえ，数えきれないくらいに……。それが，今はもう無いんですか，あの
頃の製糸工場は……」，（「はい，ありません」という言葉をうけて）「ああ，そ
うですがねえ。私の中での丸子町というと，あの城山から眺めた煙突のたく
さんある生糸の町，という印象が深くって……，それが無くなってしまった
ということは非常に寂しいことで……，だから夢の中でしか存在しない町，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）という気がしますねえ」と述べている。この回想が端的に示すのであるが，
製糸業がその地域の人々の生活の編成の軸となった製糸業地丸子，この丸子
製糸業地域の形成過程を本稿は対象とする。
（4）　『町制施行70周年記念町勢要覧1982　まるこ』丸子町役所　1982年　5ページ。な
　お，この対談者西沢裕子氏（丸子町出身，女学校卒業後上京した東京在住の作家）は
　この時53歳なので，小学校入学は昭和10年代初頭頃と思われる。この頃は丸子の製糸
　業は大きく衰退していたが，なおこのような印象を与えたのである。最盛期の活況ぶ
　りはそれは著しかったに違いない。
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2　丸子製糸業の位置
　長野県はわが国最大の製糸業県であることは，改めて屡々述べるまでもな
い。1919（大正8）年の全国蚕糸生産量の26．8％を占め（これにつぐ第2位
は：愛知県で11．6％，『第36次農商務統計表』より算出），全国製糸工場生産額
の30．6％を占める（これにつぐ第2位の愛知県は9．6％，『大正8年工場統計
表』より算出），ということを記すだけで十分であろう。なお，このわが国最
大の製糸業県長野県は製糸が全工業中の実に93％を占める（同じく『大正8
年工場統計表』より算出）。長野県は，まさしく製糸業県であったのである。
　第1表は郡市別製糸業の状況を示すものである。製糸産額において，諏訪
郡が39．4％を占め，ついで小県郡が10．4％，上伊那郡9．9％，下伊那郡8．4％，
上高井郡7．9％，松本市6．7％などとなる。これらが郡市別にみての主要製糸
業地であるといえよう。丸子の属する小県郡は，わが国第一の製糸業県長野
県における有数の製糸業地なのである。また，釜数では諏訪郡の34．8％に次
ぐ14，6％を占め，これまた有数の製糸業地であることを示している。
　ところで，生産額ではなく製糸戸数でみると，この小県郡は31．9％と3割
を上回る最大の地域となり，それが6．1％にとどまる諏訪郡と対称的な様相
を示す。その結果，製糸戸1戸あたりの繰糸釜数，製糸産額における特異性
がみられる。この小県郡は，製糸業地でないところをもふくめた長野県全県
の1製糸戸あたり平均の繰糸釜数3．8，製糸産額8，122円をはるかに下回る，
わずか1．8釜，2，657円である。最大の製糸業地諏訪郡が，22釜，5万2，688円
であって，主要製糸業地にふさわしい規模であることと著しい相違である。
松本市は1製糸戸あたりのそれはさらに大きく，上高井郡のそれもそうとい
える。これら諏訪，松本，上高井の諸郡市は，1Q釜未満戸数の割合が小さく，
対極の100釜以上の割合が大きく，大規模製糸工場が多くあり，かつそのウ
ェイトが高く，大規模製糸工場によって発展しているところである。これに
対して，小県郡は10釜未満99．3％，100釜以上0．21％で，それぞれが97，6％，
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第1表　長野県郡市別蚕糸業状況 （1919年）
規　　　模　　　別 全県中に占める比率 1戸あたり製糸戸数
10釜未満 10釜以上 50釜以上 100釜以上
繰糸釜数 蚕糸総額 製糸戸数 繰糸釜数 蚕糸総額 繰糸釜数 蚕糸総額
長野市 31 31 0 0 0 160 　　円P79，520
　％
O．10
　％
O．13
　％
O．07 5．2
　　丁丁
T，790．97
松本市 210 166 20 8 16 5，391 17，209，8910．67 4．5 6．7 25．7 81，951．86
上田市 658 650 2 4 2 1，956 4，442，347 2．1 1．6 L7 3．0 6，751．29
南佐久郡 578 562 4 6 6 3，147 6，681，7561．8 2．6 2．6 5．4 11，560．13
北佐久郡 L9551，940 4 2 9 31918 6，409，975 6．2 3．2 2．5 2．0 3，278．77
小県郡 10，037 9，96429 23 21 17，62926，669，7173L9 14．6 10．4 L8 2，657．14
諏訪郡 1，914 1，619125 61 109 42，163100．844β486．1 34．8 39．4 22．0 52，688．Ol
上伊那郡
??「
3β81 36 32 20 10，988 25，294，97611．0 9．1 9．9 3．2 7，29L72
下伊那郡 1，5731，481 35 21 36 9，636 21，439，7935．0 8．0 8．4 6．1 ユ3，629．87
西筑摩郡 320 315 0 0 5 1，064 1，926，1121．0 0．88 0．75 3．3 6，019．10
東筑摩郡 492 462 15 9 6 2，664 5，尊82，131 L6 2．2 2．1 5．4 11，874．25
南安曇郡 636 620 11 3 2 1，368 2，417，515 2．0 1．1 0．94 2．2 3，801．12
北安曇郡 1，951 1，930 8 8 5 3，573 4，619，0106．2 3．0 1．8 1．8 2β67．51
更級郡 3，111 3，110 1 0 0 4，393 1，344，3759．9 3．6 0．52 1．4 432．14
埴科郡 2，4752，461 3 3 8 5，075 9，229，6437．9 4．2 3．6 2．1 3，729．15
上高井郡 299 261 10 13 15 5，540 20，260，1770．95 4．6 7．9 ユ8．5 67，759．79
下高井郡 1，086 1，082 4 0 0
??，
1」04，550 3．4 1．1 0．43 L2 1，017．08
上水内郡 387 382 4 1 0 617 326，734 1．2 0．51 0．13 1．6 84427
下水内郡 330 330 0 0 0 413 57β25 1．0 0．34 0．02 1．3 173．71
全　県 31．512　30，747311 194 260　120，991255，940，005100．0 100．0 100．0 3．8 8．12L99
註1）　『大正8年長野県統計書』より作成．
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0．83％の全県よりもいっそう零細規模のウェイトが高くなっている。主要製
糸業地のうちでは，上伊那郡，下伊那郡が諏訪郡，松本市，上高井郡とは異
なり，小県郡に類似の様相を示すのである。
　ところでこの製糸業統計は，器械製糸，玉糸製糸，座繰製糸の全体である
が，いま主要製糸業地について器械製糸をあげると第2表のようになる。全
県では製糸戸数において2．5％，繰糸記数において70．8％，そして製糸産額
においては96．8％である。座繰および玉糸製糸戸数は97．5％を占める膨大な
数である。それらは，繰糸記数においては3割ほどを占めるが，にもかかわ
らず生産額ではわずかに3％程度に過ぎない，そのような製糸風なのである。
全県でみて803の器械製糸場こそが製糸業の担い手なのである。この器械製
糸場は最大の製糸業地諏訪郡にあってさえも全製糸戸数の16．8％の322であ
り，ここにも多数の座繰・玉糸製糸場があるが，生産額でわずかに0．1％程度
に過ぎず，諏訪郡製糸業はまさしくこの322の器械製糸場が担っているので
ある。松本市，上高井郡は器械製糸場のウェイトは，総じて小さいとはいえ，
とくに戸数において諏訪郡に類似している。これに対して，小県郡は器械製
糸場は生産額においてはやや小さいとはいえ96．6％も占めているのに，繰糸
釜数では41．4％に過ぎず，実に過半の58．6％が座繰・玉糸製糸場に属し，そ
してこの座繰・玉糸製糸場は全製糸戸数の99．2％にも達する，このような座
繰製糸の広汎な存在がみられたのである。そして，この器械製糸家はわずか
0．73％に過ぎないが，小県郡製糸業の担い手もこの73の器械製糸場であるこ
とにはかわりはない。膨大な座繰製糸が展開した地域に器械製糸業が成立し
ているのである。上伊那，下伊那の両郡は，この小県郡に類似の傾向をもつ。
　第3表は製糸工場の状況によって主要製糸業郡市，小県郡の特徴をみよう
とするものである。この職工10人以上の製糸工場についてみると，諏訪郡の
ウェイトがさらに高まる。生産額では43．2％と，第2表におけるよりもいっ
そう大きくなるが，工場数でも36．5％，職工数では42．6％を占め，これらが
諏訪郡に集中していることになる。そのほかの主要製糸業郡はこの諏訪郡の
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第2表　長野県主要蚕糸業郡市における器械製糸業 （1919年）
そ　の　規　模　別 全　県　中　の　比　率
製造戸数
10釜未満 10釜以上 50釜以上 100釜以上
繰糸釜数 蚕糸総額 製糸戸数 繰糸釜数 製糸総額
松　　本　　市
??
一 14 6 15 3β51
　　　円
I5，479，968
　％
S．4
　％
R．9
　％
U．2
小　　県　　郡 73 一 29 23 2！ 7，290 25，755，753 9．1 8．5 10．4
諏　　訪　　郡 322 28 124 61 109 40，515 100，769，98340．1 47．3 40．7
上　伊　那　郡 109 21 36 32 20 7，262 25，162，10613．6 8．5 10．2
下　伊　那　郡 91 8 26 21 36 7，873 21101627　，　　　　　　， 11．3 9．2 8．5
上　高　井　郡 36 一 8 13 15 5，237 19，839，170 4．5 6．1 8．0
その他とも全県 803 67 286 191 25985，616247，703，735100．0 100．0 100．0
1戸あたり 製糸業中の器械製糸のウェイト
繰糸釜数 製糸総額 製糸戸数 繰糸釜数 蚕糸総額
松　　本　　市 95．7
　　　円銭
S42，856．22
　％
P6．7
　％
U2．2
　％
W9．9
小　　県　　郡 99．9352，818．530．73 41．4 96．6
諏　　訪　　郡 125．8312，950．2616．8 96．1 99．9
上　伊　那　郡 66．6230，845．01 3．1． 66．1 99．5
下　伊　那　郡 86．5231，886．01 5．8 81．7 98．4
上　高　井　郡 145．5 55！，088．0612．0 94．5 97．9
その他とも全県 106．6308，472．90 2．5 70．8 96．8
註1）第1表と同一書より作成．
?。。
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第3表　長野県主要製糸業郡市製糸工場状況 （1919年）
1工場あたり
工場数 職工数 製　造　額 原料繭 職工数 製造額
松　　本　　市 43i42） 4，471i416）
　　　円P2，398，969　　〆W09，230　人P04．0　　円銭Q88，348．13
小　　県　　郡 （18） 8，112i702） 22，998，3781，557，703 115．9328，548．26
諏　　訪　　郡 273i269） 36，561i2，663）101β66，5947，025，333133．9371，306．21
上　伊　那　郡
?）
8，189
i679） 22，532，583 1，471，69383．6229，924．32
下　伊　那　郡
?）
8，718
i636） 20，292，580 1，258，49996． 225，473．11
上　高　井　郡 （ll） 6，228i378） 14，509，911895，674151．9313，900．27
その他とも全県 748i741＞ 85，774i6，458）234，682，915 15，732，331114．7 3，747．21
全　県　中　に　占　め　る　比　率
繭産額 工場数 職工数 生産額 使　　用ｴ料繭 繭生産高
松　　本　　市 　石Q，518
5．デ 5．多 5，多 5．r 　％
O．27
小　　県　　郡 119，1849．3 9．5 9．8 9．9 12．9
諏　　訪　　郡 64，71536．5 42．6 43．2 44．7 7．0
上　伊　那　郡 102，92113ユ 9．5 9．6 9．4 11．1
下　伊　那　郡 151706　， 12．0 10．2 8．6 8．016．4
上　高　井　郡 32683， 5．5 7．3 6．2 5．7 3．5
その他とも全県 923，496100．0 100．01 0．0 100．0100．0
註　1）　第1表と同一一書より作成．
　2）工場数欄の（）内はうち原動機使用工場数，職工数欄の（）内はうち男工数を示す．
突出によってそのウェイトを小さくしているが，主要製糸業地であることにはか
わりはない。小県郡は工場数で9．3％，職工数で9．5％，生産額においても9．8％
を占めている。上伊那，下伊那の両郡が比較的規模の小さいことも先にみた
ことと同様である。この表から，各郡の生産額と原料繭の全県中に占める比
率は並行的であるが，原料繭の生産額の全県中の比率はそれとは大きく異な
る。諏訪郡は繭の産額の全県中の比率はわずかに11．1％に過ぎない。ここは
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ことのほか原料生産の小さいところに製糸業が成立している製糸業地帯なの
である。上高井郡もこれに類似した傾向をみせている。これに対して，上伊
那，下伊那の両郡は繭の生産を基盤として製糸工場が設立されているところ
である。小県郡はこの伊那の両郡に近く，繭に生産が小さくないところであ
って，このようなことを基盤として成立しているのである。
　第4表は第3表とは異なる資料によって製糸工場を郡市別に示すものである。
この表は工場の町村別所在状況をみるための町村別集計を郡市別に集計して
得られたものである。第3表とは異なって規模別にも把握することができる。
この年，長野県には719の製糸工場があり，その職工数8万5，035人，うち男
工6，232人である。諏訪郡が276工場・3万7，638人目，ついで，下伊那郡84工
場・8，221人，上伊那郡95工場・8，Q84人，小県郡67工場・7，931人，上高井郡
38工場・5，841人，松本市38工場・4，414人となる。ここでも小県郡は主要製
糸業地帯の一つである。これらのうち諏訪郡は！工場あたり職工数は136．4人
で，全県平均の118．3人を大きく上回る。上高井郡はさらに大きく153．7人で，
諏訪郡には一：方に1，641人を最大として900人台1（953人），800人台1（820
人），700人台4（3，042人），600人台7（3，621人〉，500入台3（1，625人）とい
うように500入以上工場が16もあるとともに，10人台29，20人台30，30・40人
台70というように50人未満が半数近い129もあって小規模・零細製糸場も広
汎に存在するのに対して，上高井郡は比較的同規模の中規模の工場が中心で
ある。小県郡は平均！18．6人，50人台～100人台が中心であるが，小規模・零
細も多く，最大も561人である。これらに対して下伊那，上伊那の両面は平
均97．9人，85．1人で，規模はいっそう小さい。
　第5表は，工場職工数でみた上位10町村についてのものである。最多は平
野村で，95工場・1万9，822人であり，ここのみで全県の13．2％・23．3％を
占める。最大の規模の工場はここにあり，また，諏訪郡には小規模・零細工
場も少なくなかったが，ここにはそれも少なく，中規模・大規模工場が多数
存立している，文字どおりの最大の製糸業地である。諏訪郡にはこの平野村，
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第4表 長野県郡市別製糸工場 （1920年）
職工
P0人一 20人一 30人～ 50人一 100人～ 200人～300人一400入～500入一 1，000@　人～ 合　　計
1工場あ
ｽり平均
松本市 5－64@　　（4） 3－70@　　（4） 6－209@　　（36）10－768@　　　　（67）
10一ユ　355　　　　9
@　　　　（131＞
3－692
@　　（45）
1－1，256
@　（114）
38－4，414
@　　　　（401＞ 116．3人
上田市 3－106@　　（7） 3－176@　　　（13） 1－149@　　　（19）
1－1　175　　　，
@　　（85）
8－1，606
@　　　（ユ24） 200．8
南佐久郡 1－26@　（2） 3－110@　　　（10） 3－214@　　　（14） 4－523@　　　（16） 1－203@　　（22） 1－934@　　（85） 13－2，010@　　　（149） 154．6
北佐久郡 2－44@　　（4） 2－86@　　（6） 1－97@　　　（36） 6－883@　　　（58） 1－276@　　（3） 1－419@　（16） 13－1，805@　　　（123） 138．8
小県郡 8－130@　　（14） 5－117@　（12）11－440@　　　（35）
17－1　122　　　　，
@　　　（ユ00）
13－1，794
@　　　（134）
6－1，578
@　　（115）
4－1358　　　，
@　　（82）
2－831
@　（93）
1－561
@　　（114）
67－7931　　　　9
@　　　（699） 118．4
諏訪郡 29－418@　　（39）30－723@　　（66）70－2，789@　　　（21ユ） 50－3，440@　　　　（262）41－6，087@　　　　（425）2P5　272　　　　，@　　　（311） 9－3，139@　（200）
9－4068　　　，
@　（301）
16－10，061
@　　　（789＞1－L641@　（94）276－37，638@　　（2，698）136．4
上伊那郡 2ユー266@　　（20） 6－168@　（21）18－742@　　　（73） 27－1，972@　　　　（175）
13－1503　　　　，
@　　　　（130）
4－888
@　　（88）
2－691
@　　（52）
3－1，326
@　（95）
1－528
@　　（20）
95－8，084
@　　　　（674＞ 85．1
下伊那郡 13－176@　　（19） 6－127@　　（7） 11－417@　　　（35） 16－1，2ユ9@　　　　（87）29－3，847@　　　　（253） 7－1，585@　　（126） 1－324@　（34） 1－526@　　（23）
84－8221　　　　9
@　　　　（584） 97．9
西筑摩郡 1－91@　　　（5） 4－586@　　　（33） 5－677@　　　（38） 135．4
東筑摩郡 3－46@　　（4） 5－115@　　（9） 10－409@　　　（32） 4－234@　　　（24） 4－491@　　　（39） 1－266@　　（26） 1－358@　　（45） 28－L919@　　　　（179） 68．5
．南安曇郡 3－38@　　（3） 5－129@　　（11） 1－35@　　（1）
6－390
@　　　（37）
1－106
@　　　（11）
ユ6－698
@　　　　（63） 13．6
北安曇郡 8－320@　　（24） 7－460@　　　（39） 4－531@　　　（40） 1－209@　　（10）
20－1520　　　　，
@　　　（113） 76．5
更級郡 1－20@　　（0＞ 1－20@　　　（0） 2Q．G
埴科郡 1－28@　（4） 3－114@　　（16） 1－61@　　　（3） 2－252@　　　（7） 1－280@　　（ユ7＞ 1－370@　（31＞ 2－1，296@　　（47） 11－2，401@　　　（125） 218．3
上高井郡 1－11@　（0） 2－54@　　（2） 9－351@　　（16）12－806@　　　　（23） 6－838@　　　（26） 2－506@　　（27） 2－765@　　（37）
1－40ユ
@　（15）
3－2　109　　　，
@　　（95）
38－5，841
@　　　　（241） 153．7
下高井郡 1－29@　（2） 2－74@　　（7） 1－40@　　　（2） 4－143@　　　（11） 35．8
上水内郡 1－42@　　（5） 1－65@　　　（5）
2一ユ07
@　　　（ユ0） 53．5
合　計 83－1，149@　　（103）
68－1650　　　　，
@　　（144）
158－6244　　　　　，
@　　　（514）
160－11155　　　　　　，
@　　　　（892）
138－18945　　　　　　，
@　　（1，322）
48－11755　　　　　，
@　　　（790）
20－7，005
@　　（481）
16－7，045
@　　（520）
2 －16，015
@　（1，173）
3－4，072
@　（293）
719－85，035
@　　（6，232）
118．3
i8．7）
註1＞
　　　2）
　　　3）
『大正9年長野県統計書』より作成．
5－64（4）は工場数5，職工数64，うち男工数4を示す．
下伊那郡の10人台には，10入未満の1工場（職工8，内男工2）を含む．
???????????｝???
??
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第5表　長野県主要製糸業地の製糸工場 （1920年）
職工
P0人～ 20人～ 30人～ 50入～ 100人～ 200人～ 300人一400入～ 500人～ 1，000@　入～ 合　　計
1工場
?ｽり
E工数
平野村i諏訪郡） 4－54i4） 3－77i5＞ 19－751@　（52）15－1，037@　（73）17－2，361@（ユ53） 4－3，487@（181）8－2，797@（180） 8－3，630@（267） 6－3，985@（267） 1－1，641@（94）95－19，822i1，276）208．7
川岸村i諏訪郡） 12－182@（18） 11－270@（27） 27－1，070@　（84）ユ2－796@　（63）12－1，777@（151）2－537@（48） 5－2，588@（310）
81－7，220
@（701） 89．1
須坂町i上高井郡） 1－11i0） 2－54i2） 9－351@（16）12－806@　（23） 6－838@（26） 2－506@（27＞ 2－765@（37＞ 1－401@（15） 3－2，109@（95） 38－5，841@（241＞153．7
丸子町i小県郡） 1－19i2） 1－28i3） 4－151@（15＞ 6－392@（30） 6－830@（51）
6－1，578
@（115）
4－1，358
@（82）
1－407
@（41）
1－561
@（114）
30－5，324
@（453）177．5
下諏訪町
i諏訪郡）
1－14
i1）
6－132
iユ1）
2－60
@（7）
1－58
@（12）
3－436
@（46）
1－232
@（22）
3－2，115
@（151）
17－3，047
@（250＞179．2
湊　　村
i諏訪郡）
9－130
i12）
2－49
i4）
12－496
@　（36＞
11－786
@　（52）
3－449
@（18）
37－1，910
@（122） 5ユ．6
伊奈富村
i上伊那郡）
3－34
i1）
1－45
@（3）
1－81
@（8）
2－136
@（24）
2－907
@（68）
1－528
@（20）
10－1，731
@（124） 173．1
小諸町k北佐久郡〉 1－97@（36） 4－577@（33） 1－276@（3）
1－419
@（16）
7－1，367
@（88） 195．6
長地村i諏訪郡） 2－28i3） 2－54i4） 3－123@（10） 1－89@（15） 1－177@（12） 1－731@（54） 10－1，202@　（95＞ 120．2
上諏訪町
i諏訪郡）
2－48
i5）
2－90
@（6）
3－189
@（11）
1－642
@（7）
8－969
@（27） 12L1
註1）第4表と同一書より作成．
　2）数字の示すものは第4表と同じ．
??
丸子製糸業地域の形成　233
第2位の川岸村のほかに，下諏訪町，湊村，長地村，上諏訪町という諏訪郡
の諸町村があるが，天竜河畔・諏訪湖畔のこの一連の地域こそが長野県の一
大製糸工業地帯をなしているのである。これら諏訪郡の6町村のほかには，
第3位に須坂町，第4位に丸子町があり，第7，8位に伊奈富村，小諸町が
位置している。須坂町の工場数・職工数は第4表の上高井郡のそれとまった
く同じであって，上高井郡の製糸工場はすべて須坂町にあった。ここは局地的
な製糸工場地帯である。丸子町は30工場・5，324人遅，1工場平均177．5人で，
須坂町より大きい。小県郡には小規模・零細工場も少なくなかったが，丸子
町はそのウェイトは小さく，この小さい町に中規模の製糸工場が集中してい
るといえるのである。丸子町は，諏訪製糸業地帯，須坂製糸業とともに長野
県の主要製糸業地となっているのである。以上によって丸子製糸業地の地位
と特徴が明らかとなったであろう。
3　丸子製糸業の展開過程
　以上にみたように，丸子の属する小県郡は，元来の座繰製糸業地であったと
ころに器械製糸業が展開したというところである。生産額における器械製糸
家の占めるウェイトの圧倒孤高さに示されるように，器械製糸業の動向こそ
がこの地を製糸業地たらしめたのである。したがって製糸業の発展は器械製
糸業の発展，その担い手としての器械製糸工場の展開過程によってみていく
ことができるであろう。
　第6表は，小県郡の工場数の推移を示し，第7表は町村別にそれをみたも
のである。1919年に市制を施行して分離した上田市を含めた小県郡は1893年
から94年にかけて大きく増加しているが，職工数において大きい数になるの
は！907年で，1904年からの間に著しい増加を示している。この後，1910年代
の増加は顕著であり，1920年には86工場9，797人となっている。第7表の町
村別によると，この表の限りにおいても30ヵ町村に工場があったのであり，
小県郡一格に製糸工場が設立されている。丸子町は1894年に初めてみられる
一37一
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第6表　小県郡製糸工場の推移
工場数 職工数 工場数 職工数
1893年10　（8） 508　（一）1908年39　（39）3，157（244）
1894年29　（28） 1，079　（一）、1909年
44　（44）40　（一） 4，169（303）3，711（258）
1897年41　（38） 1，441（102）1910年44　（44） 4，169（303）
ユ898年 39　（36） ユ，382　（89）19U年45　（45）4，815（338）
1899年33　（33） 1，485　（98）1912年47　（47） 5，893（385＞
1900年31　（31） 1β52　（93）1913年56　（56）6，369（416）
1901年27　（25） 1，544（122）1914年60　（58）7，494（491）
1902年23　（22） 1，420　（93）1915年68　（66）6β73（459）
1903年30　（28） 1，990（115）1916年69　（69＞7，125（496）
1904年
31　（29）31　（一） 1，994　（80＞　　一
1917年73　（73）8，125（668）
1905年26　（一） 一 1918年73　（73）8，787（756）
1906年29　（一） 一 1919年82（82）9，824（855）
1907年39　（39） 3，639（584）1920年ll囎9，797（916）X，537　（823）
註1）各年度の『長野県統計書』より作成．
　2）1906年までは個別工場欄の集計による．1907年以降は工場表による．
　3）1904年，1909年，1920年の．ド段は工場名簿より作成．
　4）1919年置1920年には，1919年に小県郡から分離・独立した上田市を含む．
が，この年に9工場，以後10工場台で，小県郡製糸業の中心であることを示
す。しかし初期には，殿城村，長村，依田村，武石村，城下村などに複数以
上があり，これらの赤々のウェイトが相対的に高い。上田も1900年代には中
心地であった。郡内一円で器械製糸工場設立されたが，漸次丸子町に収敷し
ていっているといえるであろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）　このような丸子の製糸業の展開過程については，龍野八郎氏の研究がある。
（5）龍野八郎「長野県小県郡丸子町における器械製糸業の生成と推移」，『信濃』第19巻
　第11こ口1967年，上田小県誌刊行会『上田小県誌　第三巻社会編』（1968年　小県上田
　教育会＞810～846ページ龍野八郎執筆「第3節製糸業」。以下，前者を龍野論文，後者
　を龍野執筆文とする。
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第7表　小県郡製糸工場市町村別推移
1893年ユ894年1897年ユ898年1899年 1900年 1901年ユ902年1903年 1904年 1905年 1906年190 年1920年
長久保新町 1－33@〔3）
1－31
@〔1｝
1－52
@〔3）
長窪古町 8－454@働
丸子村・町 9－30915－469@㈹
11－366
@⑳
12－487
@⑳
12－520
@（39｝
12－536
@⑳
11－490
@侶4＞
12－670
@〔42）
11 11 12 20－2，129
i158）
30－5，324
i453）
滋野村 1－21@ω
1－21
@ω
1－36
@②
1－48
@ω
1－5G
@②
1－47
@（2）
1 1 1－2ユ
@〔1｝
県　　村 1－4〔X3｝P－5蘇3｝1－42@〔5）
1－42
@〔5）
1－42
@〔5）
1－42
@〔5）
1 3 5 2－90
@〔5）
5－605@160
中津村 1－40@｛3｝ 1一ユ9@〔2｝
和　　村 1－30 1－35 1－44@②
1－21
@（1｝
ユー42
@〔1）
1－44
@②
1－132
@〔2）
1－132
@②
1－132
@（2）
1 1 ?
神川村 3－136 2－1251－131@〔6） 1－136@〔6｝ 1－157@U5）1－73@〔3｝ 1－60@〔2｝
?
1－176
@｛8）
殿城村 2－60 2一ユ254－76@〔4） 2－56@〔4｝ 3－77@〔6｝ 3－70@｛6） 2－67@14）3－77@〔7） 2－64@ω
2 2 ? 2－93
@〔61
1－49
@〔4）
本原村 1－80 1－62@②
1－73
@〔3）
1－75
@（5｝
1－54
@〔31
長　　村 3－59 4－56@〔4｝
4－93
@〔4）
4－108
@｛4｝
3－94
@（5）
3 3 1－54
@〔1｝
神掛村 1－22@②
塩尻村 1－21@（9）
長瀬村 1－45 1－52@〔2） 2－181@〔11）ト59@ω
1－65
@〔5｝
レ63
@〔3）
レ54
@⑥
1 1 2－IG3
@（8）
1－131
@〔12｝
塩川村 ト59@〔3｝ 1 1 1 1－19@ω
依田村 3－1133－90@〔5） 3－82@ゆ） 3－94@〔9｝ 3－83@〔3） 2－89@（n 2－83@〔81
1－15
@（2）
西内村 2－68@〔8｝
東内村 2－177@⑫1）
武石村 2－23@〔122－42@〔2） 1－40@（5｝
大門村 2－48@（4 2－56@〔61 2一ユ08@（0
2 1－83
@｛5｝
城下村 2－68 2－60 1－22@｛2 －52@〔5） 1－17@②
川辺村 1－89@〔9）
泉田村 1－25@〔0） 1－101@〔1①
室賀村 レ60@｛7）
浦里村 1－44@②
1－22
@②
1－22
@②
1－20
@〔0
ユー21
@〔1｝
1－21
@（1
1 1 1－22
@②
2－313
@⑳
青木村 2 3 2－60@〔4） 2－143@（1D
中山田村 1－34@（3
1－44
@〔4）
1－64
@〔4）．
1－72
@〔7）
1－72
@〔6
1－12
@②
東塩田村 1－12@②
寓士山村 1－24 2－72@〔0
3－76
@〔6）
1－1ユ
@〔0
?
・ユ 1 1－22
@②
ヒ田町・市 1－19Q 5－1862－165@〔15
2－171
@〔1の
1－157
@（15）
1－157
@㈲
3－45G
@但7
3－512
@⑳
3－628
@倭9
3 3 3 4－93G
@俗2｝
8－1，6Q6
i124＞
註1）十年の『長野県統計書』より，ただし1909年，1920年については『明治四十二年工場通覧』
　　『大正十年工場通覧』より作成．
　2）丸子村・町は1920年のみ丸子町，上田町・市は1920年のみ上田市．
　3）工場数一職工数（内壁工数）を示す，
　4）1904－1906年は工場数のみである．
　5）県村の1899年は，．h段は田中村，下段は海野村．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一39一
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以下，本節はそれに大きくよりながら，展開過程を概観しよう。
　わが国第一の製糸自県長野県にあって，ここ小県郡，あるいは上小地方
（後の上田市はこの小県郡上田町が市制を敷いたもので，この地域を上小地
方という）は，今日の信越線が沿う北国街道で上州から連なる座繰製糸地帯
であった。長野県での器械製糸の導入は，諏訪，須坂，松代などであって，
これらの地を中心に器械製糸業が展開していくが，上小地方では遅々たるも
ので，その規模も小さいものにとどまった。このような状況にあったこの上
小地方にあり，後に主要製糸業地となる丸子における器械製糸業は，1889
（明治22）年の下村亀三郎による＝ヨ製糸工場の設立に始まる。諏訪地方には
すでに器械製糸業が広汎に展開していたが，その原料繭は北信または関東地
方からの原料繭が，大屋から馬背，または荷馬車でこの丸子を経て，和田峠
を越えて諏訪に運搬され，また，製品である生糸は，その逆のコースを辿っ
て横浜に運搬されていた，という。また，上丸子には蚕種商が多くいた。そ
してこの蚕種商や生糸商を対象とする依田銀行なる銀行が1882（明治15）年に
設立されていた。
　下村亀三郎は，この丸子に20釜の器械製糸場を設立したが，当初より製糸
結社の設立を働きかけ，翌1890年には依田社なる結社を結成している。丸子
製糸業の大きな特徴は，依田社という製糸結社を終始その軸としていたこと
にある。龍野八郎氏があげている「丸子町器械製糸工場の設立・廃止一覧」
という図によると（龍野論文16ページ，龍野執筆文842ぺニジ），丸子町にあった工
場は47であったが，うち35が依田社で，ほかは旭社9，そのほか3であり，
その数においてこの依田社が軸であった。その創業年代も，1889（明治22）
年1，1890年3，1891年3，1893年3，1894年7，1895年5，1896年2で，
24工場が明治20年代である。これに対して旭社は1908（明治41）年が最も早
く，この年2，1911年1，1913（大正2）年2というように，後年であり，
この両者に属さない3工場は昭和に入ってからである。旭社の工場は廃止も
早く，ユ932（昭和7）年に最後の1工場が廃止となっている。これに対して
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依田社は1937（昭和12）年になお10工場あり，企業整備令の1942年まで続い
たものが8工場あった。このように，創業の早いこと，そして後年まで続い
たものもここであったことにお』いても依田社が中心であった。さらに最多釜
数でも大きいものが多かった。このように丸子の製糸業は依田社工場によっ
ていたといえるのである。
　この依田社は，1914（大正3）年に産業組合法による「有限責任信用販売
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）組合依田社」となるが，その『業務要覧』には，その「沿革」に「明治二三
年依田社の組織なるや，鳥沢場を設置し，社員協カー致，専ら生糸の整理統
一並に共同販売の実行に努めたりしが，……」とあるが，共同再繰，共同荷
造・出荷・販売を行ったのである。1890年には，＝］，ヨ，珂工場が創業して
いるが，これ以後の創業をもふくめて，共同・団結していっている。依田社
の実績は年々向上し，取り扱数量・販売方法等が向上したことによって，糸
価において常によかったという。「沿革」に，「明治三七年下村社長『セント
ルイス』万国博二会の開催を機とし，親しく需要地の状況を視察したる結果，
諸般の改良を施し，就中，絡交の如きは之れを『グランド』に綾改めたるを以
て，糸格一段の向上を為し，取引上の便利を得ること妙少ならず」とあるが，
下村は長野県から嘱託されていた長野県実業視察員として行き，翌年帰国後に，
器械製糸の改良に意を用い，繰糸・再繰ともに大改良を加えた。これらのこ
とによって，依田社の実績は1906（明治39）年より急上昇し，また，優秀な
生糸を産出するという声価も一段と高まった，という。下村は，1910年4月
に清国を視察し，中国の蚕繭資質の優良なるを認め，中国およびフランスの
蚕種を持ち帰り，それを無償：で養蚕家に配布飼育せしめて優良蚕繭・優良生
糸の改良に尽力した。「沿革」に，「明治四三年より同四四年に亘り，依田社
の付属事業として，屑物晒練言及踊工場を設け，副産物を有利に処理し，又，
（6）依田社大正七年夏『業務要覧』。なおこの『業務要覧』は，上掲龍野論文7～10ペー
　ジに掲載されているもので，引用等はすべてこれによっている。
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模範工女養成所を設置して，優良工女の補充を図り，更に専属病院を施設し
て，医療衛生に遺憾なからしめ，又，生糸検査部を置きて，官立生糸検査所に準
ずる検査を施し，直ちに之れを輸出包装に荷造し，以て取引上の改善を施せり」
とあるが，屑物晒練所及蠕工場，模範工女養成所，専属病院の設置，官立生
糸検査所に準ずる検査制度を適用，輸出包装荷造直輸出できるようになった。
1889（明治22）年『工場設立以来，！890，91年に次々に設立され，ことに
1894，5年に多く設立されたとはいえ，規模の拡大も少なく，経営者の交替，
1898～1901年頃，1905・一一7年頃の休廃業の続出などで継続・伸長の困難さが
続いた依田社工場も，この頃にようやく安定・発展し，丸子製糸業は隆盛の
時期を迎えるにいたったのである。
　「沿革」は，さらに，　「大正二年一月，下村社長物故するや，工藤善助氏
其後を襲ひ，大正三年組織を変更して，産業組合法に依り有限責任信用販
売組合依田社と改めたり。大正四年優良蚕種の普及を図る目的を以て，製糸・
蚕種・養蚕の三業者を連絡協同せしめ，蚕種類革新実行会を組織し，更に生
糸の品位を改良する一方法として，組合員の原料共同購入を為し，又，大正
五年には製糸試験所を設置し，専ら技術上の試験研究を遂げて製糸上の方針
を指示する等，専ら生糸の改善に努力し，漸次今日の盛運を見るに至れり」
と記している。なお，『業務要覧』によれば，その組織は，それぞれ工場を所
有する24名の社員からなり，その所属工場数24ヵ所，釜数4，353，揚返窓数
2，443台，従業員数男900人，女5，750入である。その事業については，「概目次
の如し」として，「←）製糸に要する資金を融通すること．に）生産に要する燃料
及原料繭，其他業務上必要品の共同購入を為す事．（三）組合員の生産したる生
糸に対し，再繰検：査束装の加工を為す事．（四生糸及副産物の共同販売を為す
事」とある。
　龍野氏の「丸子における器械製糸工場数と釜数変遷」なる表（龍野論文
11ページ）によれば，運：転釜数は1897（明治30）年頃から1904年頃までは
700釜台であったが，1905年839，1906年988，1907年1，009，1909年2，078，
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1912（大正1）年2，947，1913年3，145で18年まで3，000台，19年4，327と4，000
台となり，1923年5，684台と最大となる。1924年には4，298に減少するが，な
お1930（昭和5）年まで4，000台であった。この時期が丸子製糸業の最盛期で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）あった。原料繭を県外に求め，工女はひろく各地からきた。丸子が最も賑わ
った時代となった。この後の推移であるが，龍野論文の上掲表によれば，
1923年をピークとして工場数繰糸釜数は減少に向かうが，1929年を画期と
して工場数は大きく減少し，1930～31年間に繰糸釜数に大きな減少があり，
以下一挙に減少していく。まず小規模のものが倒産・休業し，一部有力製糸
工場が規模拡大の努力をするがこれも縮小・廃休業にいたる，ということと
なる。
4　丸子製糸業地域の形成
　以上のような製糸業の発展にともなって丸子は製糸業地となって繁栄し，
この製糸業を軸とした地域，製糸業地域となる。
　すでに，製糸工場の族生と規模拡大による工場労働者の増加をみたが，生
産の発展とともに製品・原料の移出・移入が拡大する。！918（大正7）年に
信越線大屋駅から丸子までの軽便鉄道が開通し，鉄道で結ばれたが，これは
物資の輸送・人の輸送の便益となり，丸子の経済のいっそうの活性化をもた
らしたことはいうまでもないであろう。『長野県統計書』の鉄道駅の荷物発
着量によってこの点をみよう。1918年の軽便鉄道開通後の丸子駅の貨物発
着量は，1918年1，122トン，1，50Qトン，1919年4，585トン，1万9，959トン，
（7）上掲龍野論文は，「製糸工場調」にもとづき，原料繭の県外からの購繭数，工女出身
　郡・府県別数をあげている（12ページ）。繭は茨城県を最大とし，北は岩手県，山形県
　から西は島根県までの24府県に及ぶ。また，1918年の工女出身地をみると，県外は新
　潟県を最大とし，北は山形県から西は岐阜県までの12府県である。小県郡に占める丸
　子のウェイトからみて，これは丸子町の製糸工場のそれを示すものとみてよいであろ
　う。このように県外からもあるが，後にみるように諏訪郡の製糸工場と比較したとき，
　県内依存の大きいことが持徴となるである。
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1920年4，591トン，2万1，579トンというように増大している。入荷では繭，
石炭などの製糸工業原料・燃料が大きいが，それは消費物資にまで及んでお
り，この地域の人々の生活を反映するものとなっている。重量的には圧倒的
に入荷が出荷を上回っているが，出荷の大きいものは，生糸（それに生皮苧），
木材，炭である。製糸業がなによりもの重要な産業であった。
　第8表はこの丸子駅からの物産の発着状況から丸子の発展ぶりをみるもの
である。生糸の最大の出荷駅は岡谷駅で全県の28．9％を占め，ついで辰野駅
14．5％であるが，丸子駅はこれにつぐ8．3％で第3位である。繭の着駅状況
第8表　長野県生糸繭好発着駅 （1920年）
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註1）　『大正9年長野県統計1勤より作成．
　2）　（）内は全駅合計中の比率を示す．
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は岡谷駅が実に48．6％と，実にこの1駅のみで半分近くを占める抜群の大き
さで，他は及ぶべくもないが，丸子も3．4％と，一定程度を占めている。工場
の燃料ともなる石炭も一つの重要な入荷地となっている。以上から，丸子が
製糸業地であることが再度確認できたであろう。
　ところで，地元では製糸業の隆盛にともなう丸子の発展を示すものとして，
つぎのようなことをあげている。1907（明治40）年　電話局開設（県下で2番
目），1908年　丸子瓦斯会社設立，1909年　丸子繭糸株式会社創設（県下で最
初），1910（明治43）年　依田社病院設立，1911年忌丸子に電燈灯る，1912
（明治45・大正1）年　丸子農商学校開設，町制施行丸子町となる，1916年
丸子軽便鉄道会社創設，1917年忌丸子劇場開場，1918年　依水館（依田社の
迎賓館）の建築，信濃絹糸紡績会社創設，軽便鉄道開通（丸子一大瓦礫），
1922年　YD　（依田社）式煮繭機特許許可，丸子農商学校県立となる，1923
年前米国絹業協会会長ゴールドスミス丸子町視察，1927（昭和2）年　丸子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8｝興芸館開館，1928年　依田社直営の病院完成，これである。今日，当時の丸
子町の繁栄ぶりを示すものとして感慨をもってあげられるこれらを手がかり
にして，丸子の製糸業地としての形成を明らかにしたい。
　1912（大正元）年に丸子村は町制を敷き，丸子町となるが，町長下村亀三
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9｝郎が議会に提案した提案書はつぎのとおりである。
　　　　村ヲ丁丁ト改ムル件
　　　本村現今ノ状況二視将来ノ発達二察シ利益アリト認ムルニ依リ丸子村ヲ改メテ
　　　丸子町トナスモノトス
　　　　大正元年九月二十一日提出　　　　　　　　　　　丸子村長　下村亀三郎
　　　理由書
　本村ハ現在戸数九百余常住人口五千余二達シ，外二生糸製造ノ時期二当リテハ工男女ノ
　来り住スルモノ四千余人ヲ算ス．官公署数四諸会社十余製糸工場二十有ニアリ．其他商
（8）　『丸子町郷土博物館』丸子町郷土博物館，1983年，32ページ。
（9）丸子町役場所蔵資料。
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　工業戸数ハ日二月二増加ノ傾向ナリ．従テ商取引ハ益々頻繁ヲ極メ物資ノ集散三百万円
　以上二達ス．而シテ文明的設備二至リテモ電信電話電燈瓦斯等殆ント備ラサルモノナク
　馬車人車ノ発着絶ユル時ナシ．又近キ将来二於テ本村ト大屋停車場間二電車ノ敷設ヲ見
　ルニ至ラン．近時街衙連担ノ外観モ亦市街ノ状ヲ形成スルニ至レリ．然レトモ其ノ外観
　ヲ見テ以テ直二名ヲ求メントスルが如キハ世ノ哩笑ヲ買フ制止マルベシト錐トモ詳細二
　現今商取引上ノ状況ヨリ察シ其居住地ノ町田比シ村ノ不利ナルモノニ三ヲ挙クレバ各
　地ノ商店二於テ其商品見本ヲ配付スル目当リ全国ノ町ヘハ之ヲ配付スルモ村ヘハ配付セ
　ザル例ナリ，之其一．下書蜂二二テ教科書等ノ出版二当り町ノ学校ヘハ其兇本ヲ配附ス
　ルモ村ノ学校ヘハ配布セス，之レ其二．又各地ノ商店ト取引ヲナスニ当リ其商店ノ信用ハ
　町二厚ク村二二キカ如シ，之レ其三．又火災保険ノ契約等ヲナス存日リテモ其保険率村ハ
　常二町二比シ高率二八レバ会社二於テ引受ヲナサズ，是其四．猶多々アルベシ．然レトモ
　之ヲ要スルニ村ト町トノ名月於ケル商取引上敏緩遅速ノ差ヨリ生スル得失ハ蓋シ同日ノ
　談ニァラザルヲ覚ユ．而シテ村ヲ町ト改メタル結果不利ヲ生ズベキモノハ強テ之レヲ覚
　ムレバ或ハ発見スベシト錐トモ皆微細ニシテ得ル処ノ利ト比スベクモアラズ．依テ丸子
　村ヲ改メテ丸子町トナサントスルモノ敢テ名ヲ求メントスルモノニアラズ．熟ラ本村ノ
　将来二稽へ其発達上利スル処勘少ナラズト認メ苑二本案ヲ提出スル所以ナリトス．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（旬読点は筆者による）
　この文書は製糸業の発達にともなう丸子の浅藍ぶりを伝えているが以下，
この発展ぶりをみていぎだい。
　第9表は丸子の戸口の推移を示すものである。1896（明治29）年3，453入
であった人口は，1897年以降増加していくが，1904年からの大きな増加のあ
と1905年に4，000人台となり，1909年頃から大きくのびて，1911年4，998人，
1912（大正1）年5，272人と5，000人台となり，1915年一挙に8，249人と8，000
人台，1917年に9，455人，1918年11，328と1万1千人目に達している。このよう
な趨勢，とくに1904年から1905年の増加，1914年から1915年目顕著な増大は女
子のそれによっている。このような人口の増加とともに戸数も6！5戸から1，487
戸へと増大している。しかしこの間の増加は2．4倍で，入口のそれが3．2倍で
あったのと比べると小さい。
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第9表　丸子町戸口の推移
丸　　　子　　　町 丸　　　子　　　町
現　住　人　口 現　住　人　口
? 現　住ﾋ　数 男 女 合　計 ?
現　住
ﾋ　数 ・男 女 合　計
1896
　　戸
U15
　人 　人 　　　　人
???，
1909
　　戸
W65
　　　　人
???，
　　　　人
???，
　　　　人
???，
！897 620 一 ｛
???，
1910 870
???， ???， ???，
1898 628 一 一
???，
1911 924
???， ???， ???，
1899 646
???， ???， ???，
1912 964
???， ???， ???，
1900 646
???， ???， ???，
1913
????? ???， ???， ???，
1901 745
???， ???， ???，
1914
???， ???， ????? ???，
1902 731
???， ???， ???，
1915
???， ???， ???， ???，
1903 741
???， ???， ???，
1916
???， ???， ???，
8，495
1904 737
???， ???， ???，
1917
???， ???， ???， ???，
1905 706
???， ???， ???，
1918
???? ???， ???，
11328　　，
1906 709
???， ???， ???，
1919
???， ???， ???，
11761　　，
1907 708
???? ???，
4380　7 19201，487
???，
7，4531095！　　，
1908 800
???， ???， ???，
註1）各年度の『長野県統計書』より作成．
　第10表はこの戸口の増加状況をみるものである。1900年を100とした指数
では，！910年は戸数，人口ともに130前後であって，増加率にもみることがで
きるように，この頃までは増加は著しくない。顕著な増加は1910－1915年間
にあり，この間の人口の増加率は76．8％，1900年基準で223．2と2倍以しと
なっている。増加はとくに女子に大きく，この5年間の増加率128．3％と約
2．3倍となっている。1900年基準で298．7と3倍化している。この人口の増加
はその後もつづき，とくに女子のそれは男子を上回る。しかしその後の1915
一・P920年の5年間では，女子の増加率は低下し，男子はなお』その前の期間の
増加率を凌駕している。現住戸数は，190Q年基準で1920年230．2となっている
が，増加率が最も著しいのは1915～1920年間で37．7％となる。1915年までは
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第10表　丸子町戸口の増加
丸　　　子　　　町 平　　　野　　　村 長　　　　野　　　　県
現　住　人　口 現　住　人　口 現　住　人　口
? 現住戸数 ?
女 計
現住戸数 ?
女
? 現住戸数 ?
女
?
1900 646 1，863 1，832
???， ???， ???， ????
12，454233502　　　， 641261　　　， 667591　　　， 1，308，852
1905 706
???， ???，
4，309
???， ???，
7，34511685　　， 243195　　　， 678638　　　， 683，8601，362，498??
1910 870 2，370
???， ???? ???， ???，
7，81713120　　， 252288　　　， 712502　　　， 720／53　　　， 1，432，655
1915 1，080 2，779 5，472
???， ???，
8，636 8，21716585　　， 260，669762542　　　， 762177　　　， 1524719　，　　　　　　，
1920
???，
3，498 7，45310951　　，
???，
1D　909　　， 11，03422743　　， 290，451779703　　　， 801286　　　， 1580939　1　　　　　　，
1900 100．0100．0 100．0 100．0100．0100．0100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0
1905 109．3 116．11 7．1 116．6 115．7103．8 87．5 93．8 104．2 105．9 102．4ユ04．1??
1910 134．7 127．2130．8129．0 148．1 126．8 93．2 ユ05．3 108．0 111ユ 107．9 ユ09．5
1915 167．2149．2298．7223．2 166．3206．5 97．7 133．2 111．6 118．9 114．2 116．5
1920 230．2187．8 406．8 296．4 293．4 260．8 131．5182．6 124．4 121．6 120．0 120．8
1900～19059．3 16．1 17．1 16．6 15．7 6．8 一12．5一6．2 4．2 5．8 0．94 4．1
1905～191023．2 9．6 11．7 ユ0．6 28．0 22．1 6．4 12．3 3．7 5．0 5．3 5．1
???（?）
1910～191524．1 17．3 128．3 76．8 12．3 62．9 5．1 20．9 3．3 7．0 5．8 6．4
1915～192037．7 25．9 36．2 37．1 76．4 26．334．3 37．1 11．4 2．2 5．1 3．7
1900 一 47．0 53．0 100．0 一 32．．6 67．4 100．0 一 49．0 51．0 100．0
1905 一 50．2 49．8100．0 一 37．1 62．9 100．0 一 49．8 50．2 100．0
??????（?）
．1910 一 49．7 50．3100．0 一 40．4 59．6100．0 一 49．7 50．3 100．0
19ユ5 一 33．7 66．3100．0 一 52．1 47．9 100．0 一 50つ 50．0 100．0
1920 　 31．9 68．1 100．0　　　　一 48．0 52．0100．0 一 49．3 50．7 100．0
註ユ）各年度の「長野県統計書』より作成．ただし1900年の長野全県の男女別人口は1919年の『長野県統計書』の「累年比較」による．
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女子単身の増加が著しかったが，1920年にかけては，ひきつづく女子単身の
増加があるとはいえ，男子増加，現住人口増加に家族もち世帯の増加のあっ
たことが予想されるのである。比較のためにあげた全県と平野村をみると，
全県の増加率は時期により大小であるが，丸子はいかなる時期もこの全県を
はるかに上回っている。最大の製糸業地平野村は，増加率，とくに女子のそ
れが大きくなく，1900一一1905年間には女子が減少さえしており，実情を反映
　　　　　（10）
していない。
　なお，女子の著しい増加の結果，全人口中の女子の割合は1915年は66．3％，
20年は68．！％と大きくなっている。この点でも全県と比較するならば，その
大きさはいつそう明白となるであろう。なお，この点でも平野村は1915年に
は女子が過半数を割ってさえいて，この戸口統計が実情と著しくかけはなれ
ているといわざるを得ない。
　第11表は本籍人口に対する現住人口の比をみるものである。1914年は122．3
であるが，1920年には146．9となり，この間の流入の著しさを示している。そ
れはとくに女子において著しく，1914年は125．6であったものが，1920年には
298．1となっていて，この間の流入の顕著さを示しているのである。比較のた
めに全県と平野村をあげた。全県は現住人口が本籍人口を下回っており，流
出傾向を示すが，このようななかで丸子の流入傾向はいっそう著しいといえ
るであろう。平野村は総じて本籍人口にたいする現住人口の比率は総じて丸
子より大きい。前表では平野村の現住人口は実際から大きくかけ離れている
であろうとしたが，その過少と思われる現住人口をしてのこの対本籍人口比
の大きさであり，流入がいかに激しいかを示すものといえよう。
（10）『平野村誌　上巻』（平野村役場編・発行　1932年）は，役場資料の「戸籍表」「統計
　材料」等によった1872（明治5）年から1930年までの戸口統計をあげているが，「本村
　人口の重要部分を占める製糸工男女についてはこれを加算せるあり，せざるあり，又
　加算したものも一部分に過ぎないことが多いやうで統計上の標準一定せず，前後の関
　係不合理にして採れないものが多い。」（155ページ）としている。
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第11表　丸子町現住人口対本籍人口比率
丸　子　町 平　野　村 長　野　県
? ??， ??，
751560，????
女
????
8，050 751，515
?
5，328 18233， 1，508，075
﹇????
男 ．2！59， 4，475 764，719????
女 2，159
??，
749，418
? ??，
8，898 1514137，　　　　　　，
??? ???????
男
??，
10909， 779703，????
女 7，453 11034， 801，286
?
10951， 22，743 1，580，939
?????
男
??，
5，092 810，817????
女
??，
5，099 798587，
計
??，
10，！91 1，600，404
?
121．6 182．9 98．3
1914年女 125．1 182．0 100．3
?
122．3 182．4 99．6
????????????
?
143．5 214．2 96．2
1920年女 298．1 216．4 100．3
計 146．9 223．2 98．8
註1）第10表と同一書より作成．
　このような増加をたどった丸子の住民の構成をみよう。第12表は職業別構
成を示す。全県では男子は農業59．2％，工業17．4％，女子はそれぞれ60．2％，
26．9％であるとき，丸子は男子は21．1％，51．9％，女子も4．0％，90．0％であ
って，工業のウェイトがとくに女子において圧倒的に大きい。平野村は工業
のウェイトはいっそう高く，農業のそれはきわめて小さい。最大の製糸業地に
ふさわしい構成をとっている。
　第13表はこの女子についての年齢別構成を示す。ユ5～19歳が28．4％，20　一一
24歳が15．5％，14歳が4．9％であるが，これは全県のそれぞれ10．0％，8．0％，
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第12表　丸子町職業別構成（本業者〉 （1920年）
総　　数 農　業 水産業 鉱　業 工　業 商　業 交通業 公　　務ｩ由業
? 　人
Q，878
　％
Q1．！
　％
O．03
　％
O．07
　％
T1．9
　％
I2．3
??? ???
丸子町
女
??，
4．0 一 一 90．0 3．2 0．04 1．3
男 9，725 9．9 0．04 0．13 63．813．5 4．5 2．6
平野村
女 247201．2 一 一 94．4 1．3 0ユ3 0．48
男 472，81859．2 0．12 0．25 17．410．1 4．2 4．7
全　県
女 387，27860．2 0．01 0．0126．9 6．0 023 2．3
註1）　『大正9年国勢調査報告　府県の就眠二十巻長野県』より作成．
第！3表　丸子町女子年齢別構成 （1920年）
0歳 1～5 6－13 14 15～19 20－2425～44 45～5960歳以上
丸子町
　％
P．6
　％
T．8
　　％
P6．2
　％
S．9
　　％
Q8．4
　　％
P5．5
　　％
P9．1
　％
T．2
　％
R．4
平野村 ！．2 3．7 19．6 7．9 34．6 15．1 12．73．5 1．7
全　県 3．2 11．8 18．6 2．2 10．6 8．0　　25．1 11．8 8．7
註1）第12表と同一書より作成．
2．2％を大きく上回り，若年層のウェイトが著しく高い。平野村は6～13歳，
14歳，15一一19歳がいっそう大きい。
　第14表はいくつかのことを示すためのものである。まず，総人口中の女子
人口であるが，65，3％で，全県の51．5％を大きく上回る。ついで，総世帯・
人口中の準世帯・同人口の割合であるが，世帯では3．4％で，全県の1．3％を
かなり上回るが，人口は男子19．5％，女子56．4％で，全県の4．4％，10％を大
きく上回るのである。女子の場合，過半が準世帯である。そして，1準世帯
あたりの人口は102．2人（男子15．9人，女子86．3人）であるが，これは全県の
29．8人を大きく上回る数である。さらに，未婚・有配偶別をみると，女子の
未婚74，2％，有配偶19．6％は，全県の51．4％，37．5％と比較するとき，未婚
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第14表　丸子町男女別構成準世帯人口，朱婚率 （1920年）
総 人　　口 総世帯｢帯・人口の割合
人口中の準
人口
1準世帯あたり 未婚・ 有配偶割合
男女別 男女別艨@率 世　帯 人　口 男女別 未　婚 有配偶
人 人
? ? ? ? ? ? ?
4，237 34．7 19．5 15．9 53．9 36．5
丸子町 12，196 3．4 工02．27，959 65．3 56．4 86．3 74．219．6
12，95629．3 31．9 22．1 61．7 34．7
平野村 44，278 4．5 143．1
31，32270．7 72．2 12LO81．0 14．6
758，63948．5 4．4 8．8 55．3 39．5
全　　県 1，562，722 1．3 29．8
804，08351．5 10．0 21．0 51．437．5
註1）第12表と同一書より作成．
　2）二段の個所は，上段は男子，下段は女子．
率の高いこと，有配偶率の低いことが明らかとなろう。平野村は総人口中の
女子人口の割合はさらに大きく，準世帯の世帯数・人口の割合も同様にさら
に大きく，1準世帯あたりの人口もかなり大きい。また，未婚者の割合もこ
れまたいっそう大きい。この平野では製糸業の発展にともない女子従業者が
増加したが，それは年少者である。工場宿舎に居住しているのである。
　第15表は出生地の構成を示す。1920年の自市町村外生は，全県男子25，8％，
女子44．5％であるとき，丸子はそれぞれ55．4％，80．3％で，その割合は著しく
大きい。1930年には，自市町村外のうちわけがあるが，丸子の女子は自市町村
27．7％，県内他市町村62．7％，他府県生9．4％で，自市町村外とはいえ，それ
は県内からのものが多いということを示しているのである。このことでは，諏訪
製糸業の中心地であった平野村の他府県出生者の割合が大きいのと比較す．る
と同じ製糸業地帯でありながら両者の差異を明確にするものといえよう。な
お，県統計書の戸口統計による第16表によれば，丸子は入寄留人口が現住人
口中の61．2％，女子のみについては70％を占め，全県の13．7％，14．2％とは
隔絶した大きさである。平野村も丸子をやや下回る程度でのほほ十字の大き
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第15表　丸子町人口の出生地
1920年 1930年
自市町村生 自市町村外生 自市町村生 県内他市町村生 他府県生
? 　％
S4．6
　％
T5．4
　％
T2．5
　％
R7．5
　％
X．4
丸子町
女 19．7 80．3 27．7 62．7 9．4
男 38．0 62．0 41．8 40．2 17．2
平野村
女 12．6 87．4 18．3 46．7 34．6
男 74．2 25．8 75．1 17．9 6．3
全　県
女 55．5 44．5 57．4 33．5 8．8
註1）第12表と同一警，ならびに『昭和5年国勢調査　第4巻府県編長野県』より作成．
第16表　丸子町入寄留者 （1920年）
入　　　　寄　　　　留出寄留
〟@計 自郡他町ｺより
自県内他
S市より
他府県よ 道府県外? 合　計
本籍人口
?cへ出
ﾌ人口
現住入口
?ﾌ入寄
ｯ入口
他出！00
ﾉつき入
?ｯ人口
男 350 526 534 4！9 『 1，479 17．2 42．3 353．G
丸子町
? 238 1，8962，329 991 『 6，216 ユ0．5 70．0
??．??
計 588 2，422 2，8631，410 一 6，695 13．8 61．2981．7? 538 654 2，2173，571 1 6，443 12ユ 59．1ユ1029．2
平野村 女 321 592 2，7903，681 一 7，063 6．4 59．7 2，153．4
計 859 1，246 5，007 7，2521 13，506 9．4 59．41，4ユ5．1
?
U5，08937β3141，159 34，675102103，35716．6 13．3 76．7
全　県 女 107，067 28，649 46，092 38，87697 1！3，534 13．9 14．2102．2
?
222，15655，800 87，25173，561 289216，891 15．3 13．7 88．2
註ユ）　『大正9年長野県統計書』より作成．
さである。この大きい入寄留であるが，丸子，平野村は入寄留者の出自が異
なる。丸子は自県内他郡市からが最大で，自郡他町村もそれに近い数である
が，平野村は他府県よりが最大で，ついで自県内他郡市からである。後者が
県外に大きく依存しているのに対して，前者は地元労働力を主力としている
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のである。
　以上，工業就業人口の割合が著しい大きい，女子においてとくにそうであ
ること，女子の15～19歳を軸とする若年者のウェイトが圧倒的に高く，また
未婚率が高いこと，準世帯人口の割合がことに女子に多いこと，卸町村外生
れが大きいが，それは県内他郡生であり，入寄留者も県内他郡市が最大であ
ること，このようなことを人口構成上の特徴として把握できるであろう。そ
してこれは製糸業の発展にともなう若年女子労働者が集まり，寄宿舎に集住
しているのである。まさしくここ丸子の製糸業地としての特質を，そして製
糸業地のなかでの丸子の特質を示すものにほかならないといえるであろう。
　以上，戸口統計によって製糸業の興隆による丸子の発展をみてきたが，な
お若干の事項によって繁栄ぶりをみてみたい。
　第17表の長野県の主要病院の一覧によると，依田社病院は設立年度も早い
：方であり，医師・職員数でも中核都市の病院に決してひけをとらない。患者
数も多く，医療機関としての機能は大きい。患者の最大は消化器官で，つい
で呼吸器，伝染病，神経である。消化器官，呼吸器，神経は工場労働者に多
い疾病である。伝染病は猛威を振った病気である。前掲『業務要覧』には，
「……本病院は，普通患者に対する診療治療は勿論，医院をして毎日工場各
戸に就き衛生上の施設監督指示及診察に当らしめ，又，伝染病舎付設し，筍く
も擬似患者ある場合は，直に隔離入社せしめ，以て他に播伝を防ぐと共に，
適応の救療を施しつつあり」とあって，工場労働者だけではなく一般患者に
対する診療・治療を行なう地域病院でもあった。
　製糸業全盛期に敷設された丸子鉄道はすでにない。創設まもない1920年に
はこの駅のみで乗客12万O，287人，酒客12万1，637人もあった駅舎のあとはバ
スの待合所・事務所となっている。バスの発着所となっているが駅跡はいま
も駅と呼ばれバスが着いたり，出たりしていた。すでに鉄道もないのに駅と
よばれているこの駅前広場は岡谷駅前のそれより大きいように思われ，かっ
ての繁栄ぶりを示しているようであった。丸子農商学校が設置されたが，こ
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第17表　長野県主要病院 （1920年）
病　　院　　名 所　在　地 許可年月 職　員 内医師数 患者数〟@計 第1位 第2位 第3位 備　　考
長野赤十字社長野支部病院 長　野　市 1904年7月 ／00 19 19，495P，979呼6ﾝ筋3・?? 泌1ｮ其他4e
（公立）諏訪病院 諏訪郡上諏訪町 1880年6月 61 17 261724P，147呼6[消‘`ll神‘・ ??
平野製糸共同病院 諏訪郡平野村 1910年2月 32 6 13，398@388神2・4
?
消1 呼1
飯　田　病　院 下伊奈郡飯田町 1904年2月 22 4 2，645Q42泌6
?
呼竈 ネ申2
?
武　井　病　院 上伊奈郡伊奈富村 1915年9月 7 4 1，286P，892消l18神lll　201泌　450
中　野　病　院 下高井郡中野町 1915年U月 5 4 508T 消聖 呼迦 神　聾
小　野　病　院 上伊奈郡小野村 ユ917年12月 12 4 4，070?Q0 消1・O
?
呼8
?
神51P
須　坂　病　院 上高井郡須坂町 1911年4月 8 3 5，727Q52呼2・4
?
神9
?
呼611’
松　本　病　院 松　本　市 1901年4月 9 3 3，113R27
　471消　　33筋4
?
　316呼　　45
依田社病院 小県郡丸子町 1911年4月 23 3 3，982Q36　1，689消　　62　770呼　　25　　255神　　25伝　廻
片　倉　病　院 松　本　市 1909年2月 9 3 6弱 呼　癌 伝　酉 消　1醒 其他西
表天堂病院 下高井郡科野村 1909年8月 7 3 6，718Q73消1 神1，2
?
呼9
?
片　倉　病　院 諏訪郡下岸村 1919年2月 7 3 1，098V48
　332消　259　258呼　260　123筋　　28其他ll
全　　　県（25病院） 353 （90） 105，706W，902
呼2P：lll消1P：lll神14・1器
註1）　『大正9年長野県統計書』より作成．
　2）諏訪病院のみ公立で，他はすべて私立病院．
　3）患者数順位欄の呼は呼吸器病，消は消化器病，神は神経及五官病，泌は泌尿生殖器病，筋は筋肉及労養的病，伝は伝染性病である．
?????
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の小盆地の町にお』ける中等学校の設置は，地元からの進学をもたらし，地域社
会の担い手の育成に大きく貢献したであろう。1982年町制50周年を記念して，
旧東内村城に丸子町郷土博物館が建設された。高い塔と正面玄関にステンド
グラスが配されたこの瀟洒な建物は，旧役場庁舎のイメージを取り入れたも
のというが，その瀟洒さがかつての丸子町の繁栄ぶりを髪髭させてくれる。
　かくして，先にみたような構成をとる戸口の増加があり，鉄道の敷設によ
る物産流通の繁昌，学校，病院，劇場の建設，がみられ，ここに「馬車人車
ノ発着絶ユル時ナ」く，「近時街衙連担ノ外観モ亦市街ノ状ヲ形成スルニ至」
り，ここに製糸業によって編成された丸子製糸業地が形成されたのである。
　このような丸子町の都市的繁栄の形成は，この丸子町の製糸業者の在りか
たによっていた。この点，最大の製糸業地諏訪の製糸家と比較のうちに明瞭
になる。製糸結社によって成立・発展してきた諏訪製糸業は，発展の過程で
製糸結社を解体するとともに，諏訪郡の岡谷の製糸家は県外への進出を行な
う。この県外進出については一書は「長野県の製糸工場特に岡谷川岸の両
村を始め諏訪郡内製糸工場地帯は元来湖水と山とに制約せられて耕地乏し
く比較的人口稠密の地帯なりしに維新後勃興せる製糸工業の為に耕地は工
場の拡張に伴って益々縮小せられ工男女の移入によって人口は急激なる増加
を来たし之に伴へる各種の商店其他の増加により地価の暴騰を来せしかば新
に工場を建築せんとせばまつ其敷地に多大の資本を投ぜざる可らず，加ふる
に建築材料其他諸物資も概ね之を県外に仰ぐ同地方にありてはそれ等の費用
も亦巨額に上ることは免れざる所にして燗眼なる諏訪地方の製糸家は此湖盆
の小天地に局逸して蝸牛角上の争を為すに安んぜず多年の経験による手腕技
禰を県外に向って発揮せんと試みんと欲せり。而して何れも製糸業未だ発達
せず比較的地価の安く建築諸材料を得るに便利にして然も附近に原料繭等豊
富なる地方の中心の目標を置けるは蓋し当然の結果」である，としている。そ
して引続き「尚製糸工場建築に当って考慮すべき諸点大要左の如し」として，
原料繭，工女募集，燃料，運搬お』よび販売上の便利をあげる。これらの諸点
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11）からして，県外へ進出したというのである。長野県製糸工場調べによる「自
明治四十年至昭和十年長野県製糸業者経営県外製糸工場起業調」の146の県
外工場の個別一覧によると，それは諏訪郡の製糸家が多く，そのほとんどと
いってもよいほどであるが，これに対して小県郡の製糸家，丸子町の製糸家
　　　　　　　　　　　　　　　（12）は一例も見出すことはできない。丸子町の製糸家は県外に進出していない。
急速に製糸業地として成長してきたとはいえ，諏訪湖畔・天竜河畔の水力豊
富な諏訪地方とは異なり，小河川によって拓かれた谷平野の小さい盆地にあ
るここ丸子での立地条件は小さい。製糸家は，そのほとんどが中小地主であ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1［）り，蚕種家であったというが，小資本であった。製糸結社依田社によるが，
諏訪地方のように大製糸家が成長してきて，製糸結社が解体していくのとこ
となり，小製糸家の結合の継続・強化によってこそ発展し得たのである。製
糸家たちはひたすら立脚地である丸子において製糸工場を拡大・充実させ，
地元への資本投下を行ったのである。この地元への資本投下は相対的には丸
子の製糸業者の方が諏訪地方のそれよりも大きかったであろう。地元へのひ
たすらのこの行為が丸子町をして小さくはあるが，都市的景観・様相をもた
らしたのである。
〔付記〕
　本稿は，1983年度の文部省科学研究費補助金による研究（研究課題「日本資本主義の
　確立と地方工業地域の形成」）の研究成果の一部である。資料調査・収集のために所蔵
　資料の閲覧等でお世話になった各機関（丸子町では，町役場，丸子町図書館，丸子町郷
　土博物館，また比較のために訪れた岡谷市では，岡谷蚕糸博物館，長野市では長野県
　総務部文書学事課，長野県立図警館）に謝意を表する次第である。
（！l）江口善次・日高八十七編『信濃蚕糸業史　下巻』1937年，
　787　一789ページ。
（12）（11）と同一書　805～813ページ。
（13）前掲（5）龍野論文　13ページ。
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